
はなしあい(1) 2016 年 4 月 1 日発行 ( 毎月 1 回発行 ) 昭和 38 年 2 月 15 日第三種郵便物認可

NIPPON CHRISTIAN ACADEMY　　　　　　第 573 号 　

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー機関誌 2016 年 4 月号
発行編集人

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

発　行　所
日本クリスチャン・アカデミー
京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

075（711）2147題字　元総理 片山哲 筆

わ
が
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活

動
セ
ン
タ
ー
も
、「
福
祉
」「
い
の

ち
」「
社
会
」「
開
発
教
育
」と
い
っ

た
分
野
に
わ
た
っ
て
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
新
し
い
知
見
を
求
め
よ
う

と
す
る
人
た
ち
に
リ
ー
チ
ン
グ　

ア
メ
リ
カ
に
40
年
近
く
住
ん
で

い
た
が
、
そ
の
間
に
「
リ
ー
チ
ン

グ　

ア
ウ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
し

ば
し
ば
聞
い
た
。
何
か
を
必
要
と

す
る
人
た
ち
に
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
い
て
行
っ
て
、
助
け
に
な
ろ
う

と
す
る
気
持
ち
や
行
為
を
表
す
場

合
が
多
い
。「
手
を
差
し
伸
べ
る
」

と
も
訳
せ
る
だ
ろ
う
。
待
つ
姿
勢

で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
出
て
い

く
気
持
ち
を
強
く
表
し
て
い
る
。

教
会
も
盛
ん
に
リ
ー
チ
ン
グ　

ア
ウ
ト
を
実
践
し
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
困
っ
て
い
る
人

た
ち
に
シ
ェ
ル
タ
ー
や
食
料
を
提

供
す
る
、
災
害
が
起
き
れ
ば
救
援

隊
を
組
織
し
て
現
地
に
向
か
う
、

中
南
米
の
貧
困
地
域
の
学
校
に
継

続
的
な
財
政
支
援
を
す
る
な
ど
、

多
彩
な
リ
ー
チ
ン
グ　

ア
ウ
ト
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
は

ご
く
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、そ
こ
に
は
暗
黙
の
う
ち
に「
神

が
望
ま
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と

言
う
気
持
ち
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
リ
ー
チ
ン
グ　

ア
ウ
ト
は

彼
ら
に
と
っ
て
、
ご
く
自
然
な
日

常
的
行
為
と
言
っ
て
も
よ
い
。

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。　

し
か
し
き
ら
ら
坂
を
上
が
っ

て
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ま
で
の
足

を
伸
ば
し
て
下
さ
る
人
た
ち
の
数

は
、
私
た
ち
が
願
っ
て
い
る
も
の

に
は
な
か
な
か
到
達
し
て
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

新
し
い
知
見
を
求
め
て
い
る
人
た

ち
と
は
的
が
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に

リ
ー
チ
ン
グ　

ア
ウ
ト
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

正
し
い
場
所
に
リ
ー
チ
ン
グ　

ア

ウ
ト
は
し
て
い
る
の
だ
が
、
吸
引

力
と
な
る
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
ま
だ
弱
く
、
相
手
に
「
聞
き
に

行
こ
う
！
」
と
思
っ
て
貰
う
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
私
た
ち
が
提
供

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
本
当
は
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
違
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
と
運

営
委
員
の
一
人
と
し
て
自
問
自
答

を
繰
り
返
し
て
い
る
。 

神
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

言
葉
を
好
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
た
ち
の
活
動
を
通
じ

て
「
神
が
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

を
や
り
た
い
」「
神
が
思
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
い

う
私
た
ち
の
気
持
ち
を
実
現
す
る

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
リ
ー
チ
ン
グ 

　

ア
ウ
ト
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
く
方

法
を
追
い
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

 

（
関
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国
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大
学
学
長
特
別
補
佐
）

ア
ウ
ト
し
よ
う
と
す
る
努
力
だ
と

言
え
る
。
社
会
が
複
雑
化
し
、
先

を
読
む
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

い
ま
、
私
た
ち
が
ど
う
生
き
、
ど

う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
を
知
り

た
い
と
い
う
人
た
ち
が
増
え
て
い

る
。
受
け
身
的
に
「
知
り
た
い
」

と
い
う
の
み
で
な
く
、「
同
じ
関

心
を
持
つ
人
た
ち
と
議
論
し
た

い
」「
思
い
を
共
有
し
た
い
」
と

言
う
人
も
増
え
て
い
る
は
ず
だ
。
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Ⅲ　関西セミナーハウス活動センター事業計画
日本社会が直面している様々な困難な問題につい

て、キリスト教精神に基づき話し合いを深め、問題の
根源的解決の道を探る。
１．修学院フォーラム「社会」において、宗教と戦争

を継続的テーマとし、戦争の根源的原因を考える。
継続的テーマとしてきた「エネルギーを考える」の
第５回で、福島原発事故を完全に収束させるには何
が課題かを、被災地の現場と技術的視点から考える。
SEALDs のような民意を政治に反映させる新しい方
法について考える。佐藤 優氏と共に、政治と宗教
について引き続いて考える。

２．修学院フォーラム「福祉」において、深刻化しつ
つある子供の貧困の現状を知り、何ができるかを考
える。いのちの終わりを迎える備えについても考え
る。

３．修学院フォーラム「いのち」において、介護百人
一首を通し、いのちを見つめる。ジャズピアニスト
とクラシックピアニストの演奏と語りを通し、いの
ちの輝きを味わう。

４．開発教育セミナーにおいては、人権・平和・環境
などの地球的課題を参加型学習で学び、私たちの社
会のありようを考える。

５．これらに加え、京都のキリシタンの跡を訪ねる会、
お茶と俳句を楽しみつつ、聖書の言葉を味わう会、
もみじの美しい季節に関西セミナーハウスの景観を
背景に、お茶とお筝、フルート演奏、美術を楽しむ、
もみじまつりを催す。

シリーズ名 回数 プログラム 予定

関東フォーラム
宗教対話　Ⅰ

全5回

プロット神父と『星の王子さま』を読む 第1 回5 月
第2 回6 月
第3 回7 月
第4 回9 月
第5 回10月

関東フォーラム
宗教対話　Ⅱ

全3回
これでいいのか日本の「キリスト教」向
谷地宣明（べてぶくろ代表）、長尾有起（北
支区宣教師）、和田芳子（児童相談所所長）

第1回9月10日（土）
第2回11月12日（土）
第3回1月14日（土）

関東フォーラム
宗教対話 Ⅲ

全6回

「礼拝のためのヴォイス・トレーニング」
講師・友野富美子

第 1 回 6 月 5 日（月）
第2回6月12日（月）
第 3回6 月19日（月）
第 4回6 月26日（月）
第 5 回 7 月 4 日（月）
第 6回7 月10日（月）

研修・セミナー ･ 体験交流事業

聖書を読む講座Ⅰ 全9回

『いのちの糧の分かち合い』を著者と共
に読む
山口里子（日本フェミニスト神学・宣教
センター共同ディレクター）

第1回4 月12日（火）
第2回5月10日（火）
第3回6月14日（火）
第 4回7月12日（火）
第5回9 月13日（火）
第6回10月11日（火）
第7回11月 8日（火）
第8回12月13日（火）
第9回1月10日（火）

聖書を読む講座Ⅱ 全5回

「上林牧師と旧約聖書を読む」
講師・上林順一郎

第1回6月10日（金）
第 2 回 7 月 8 日（金）
第 3 回 9 月 9 日（金）
第4回10月14日（金）
第5回11月11日（金）

神学生交流
プログラム

第８回神学生交流プログラム　校長　関
田寛雄（教団巡回教師）、講師　石田学（日
本ナザレン神学校長）

2017年3月14～16
日

シリーズ名 回数 プログラム 予定

修学院フォーラム
社会

第1回

宗教と戦争を考える：１
旧約聖書における戦争の問題
―聖戦と聖絶（へレム）
勝村弘也（神戸松蔭女子学院大学名誉教授）

10月8日（土）

第2回
宗教と戦争を考える：２
新約聖書における戦争の問題
浅野淳博（関西学院大学神学部教授）

11月12日（土）

第3回
民意を政治に反映させる新しい試み：
SEALDs とは何か　　講師交渉中

12月3日（土）
(仮)

第4回

エネルギーを考える：第５回
福島原発事故収束の課題は何か
被災地の現場から　講師交渉中
技術的視点から　講師交渉中

2017年1月８日（日）
～9日（月・祝）

第5回
政治と宗教（仮）
佐藤優（作家・元外務省主任分析官）

2017年1月28日（土）

修学院フォーラム
福祉

第1回

子どもの貧困～社会的養護の子どもとそ
の支援を考える
阪野学（大阪成蹊短期大学幼児教育学科
准教授）
共催：京都 YWCA

6月11日（土）
会場：京都ＹＷＣＡ

第2回
いのちの終わりへの備えを考える（仮）
講師交渉中（大阪）
共催：京都 YWCA

2017年2月25日（土）
会場：京都ＹＷＣＡ

修学院フォーラム
いのち

第1回
いのちを見つめて
―介護百人一首―　
安森敏隆（同志社女子大名誉教授）

4月23日（土）

第2回
花と音楽のコラボレーション
－いのちをめぐるメッセージ
竹中　真（ピアニスト、作曲家）

5月21日（土）

第3回
ピアノと賛美とお話（仮）
菅野万利子（ピアニスト）

2017年3月5日（日）

研修・セミナー ･ 体験交流事業

開発教育セミナー

第1回
開発教育入門セミナー（協力プログラム）
主催：JICA 関西他

6月26日（日）

第2回
地球市民を育むアクティブラーニング
橋本渉（東京大学教育学部附属中等教育
学校教諭）

7月9日（土）
～10日（日）

第3回
政治って何なんだ！？～日本の戦後とこ
れから
白井聡（京都精華大学人文学部専任講師）

9月10日（土）
～11日（日）

第4回
ヘイトスピーチ・わたし・社会
安田浩一（ジャーナリスト）

10月15日（土）
～16日（日）

第5回
支配されるタネ～食料主権と持続可能な
社会
西川芳昭（龍谷大学経済学部教授）

11月5日（土）
～6日（日）

第6回

イスラームから世界を見る～中東とヨー
ロッパの今
内藤正典（同志社大学大学院グローバル・
スタディーズ研究科教授）

12月10日（土）
～11日（日）

お茶のこころと
宗教のこころ

初夏の茶室とバスで巡るフィールドツ
アー〈２〉「京都のキリシタン史跡を訪
ねて〈西ノ京エリア〉」
杉野榮（日本バプテスト連盟京都洛西教
会協力牧師）

6月18日（土）

全10回
お茶と聖書と俳句（仮）
榎本栄次（関西ｾﾐﾅｰﾊｳｽ活動センター所長）

6 月以降、毎月1 回

もみじまつり
絵画展　検討中
演奏　園城三花（フルート奏者）

11月23日（水、祝））
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Ⅰ　事業計画基本方針
公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーは、

２０１６年度において、以下の基本方針を掲げ、事業
を推進する。

１．財団事業の展開
定款に定められた当財団の目的に添って、キリスト

教精神に基づき、立場の相違を越えた対話を通し、自
由、平等、正義、平和に基づく社会の実現に寄与する
事業を一層活発に展開する。

２．事業の推進
１）公益目的事業
（１）東・西活動センター
①現在のフォーラム事業及び研修・セミナー・体験交

流事業を継続、発展させる。
②参加者同士の対話中心の宿泊プログラムを拡充す

る。
③アカデミー運動の目的に従って今日的な社会の課題

に対する認識を深め、それにふさわしい新規プログ
ラムの開発に取り組む。

④得られた成果を機関紙による広報を超え、広く社会
に発信する。基幹プログラムの成果は出版物として
発行などし、知の蓄積を行う。

⑤キリスト教精神に基づく未だ認知の不十分な幅広い
課題をプログラム化し、もってキリスト教系メディ
ア、一般メディアの関心を高め、啓発活動を活発化
する。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、公益目的事業での

さらなる活用をはかる。また、当財団の目的達成に
資する諸団体が行う公益目的事業を支援するため、
宿泊研修施設を諸団体、教育機関・学会・研究会活
動等の広い利用に供する。

②リピート利用者の丁寧なフォローおよび新規利用者
の開拓などに取り組み、利用率の向上及び収支の改
善を図る。

（３）広報活動
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等

の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・決
算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告する。
同時に、東・西活動センターおよび関西セミナーハウ
スの活動状況については、ホームページ等によって積
極的な情報発信を継続する。

２）収益事業
公益目的利用外の一般利用者、企業等へ宿泊研修施

設関西セミナーハウスの貸出しを行い、その収益の一
部を公益活動に資する。

３．運営推進体制の安定化
１）公益目的事業の運営推進に当たって、継続的な事

業に関しては明確な方向性と予算計画を持ち、プロ
グラム毎の収支の整合化を原則とする。新規プログ
ラムについても、必要財源を確保し、活動の安定的
展開を目指す。

２）財団事業の適正かつ円滑な運営を図るため、諸規
程の整備を進める。

４．財政の健全化
１）理事会に承認された予算を守る。
２）収入不足を補うための運用基金の取り崩しは、原

則として行わない。
３）運用基金の運用は、「運用基金運用規程」および「運

用基金運用細則」に則り、安全で流動性のある財産
運用を行う。

５．賛助会員、寄附金の拡充
公益事業、広報活動等を積極的に展開して、アカデ

ミーの理念を周知し、アカデミー運動を支えようとす
る賛助会員、寄附金の拡充を図る。

Ⅱ　関東活動センター２０１６年度事業計画
２０１５年度は、関東活動センター事務所や集会室

のある日本キリスト教会館の耐震補強・改修工事が行
われた。そのため、関東活動センターの各事業は大き
な制約を受けざるを得なかった。しかし２０１６年３
月より、キリスト教会館が全面的に改装されて新しく
出発するので、日本クリスチャン・アカデミーの理念
に基づき、以下のような諸プログラムを計画する。
１．関東フォーラム「今日的課題」Ⅰとして、昨年に

引き続き「セミナー自死に遭遇した人への慰めとは」
を実施する。従来タブーとされがちであった自死の
問題を取り上げ、教会と社会における具体的な取り
組みの可能性を探るプログラムである。

２．関東フォーラム「今日的課題」Ⅱ「古典で読む
２０世紀」は、昨年に引き続き、現在ではほとんど
読まれなくなった先哲の様々な古典的著作を読み直
し、２１世紀の現在の時点でその意義を再確認する
ことを目的としている。

３．関東フォーラム「宗教対話」Ⅰとして、新企画「プ
ロット神父と共に『星の王子さま』を読む」プログ
ラムを実施する。今では古典とされるサンテグジュ
ペリの『星の王子さま』を、長年多角的に研究して
きたプロット神父と共に読みながら、「心の居場所」
を失った現代の教育の問題に鋭く切り込む。

４．関東フォーラム「宗教対話」Ⅱ「これでいいのか
日本のキリスト教」は、キリスト教会の枠を越えて
様々な分野で活動している若き活動家たちを招き、
現代社会への問題提起を聞き、共に考える企画であ
る。

５．関東フォーラム「宗教対話Ⅲ」は、昨年に引き続
き「礼拝のためのヴォイス・トレーニング」を実施
する。聖書朗読や司式、説教などの発声・発語訓練
を行う。

６．聖書を読むシリーズでは、入門的な聖書講座と、
フェミニズムの立場からの聖書の読み直し、あるい
は今日的視点からの聖書の読み方を探ることを目的
としている。

７．各神学校の枠を超えた神学生たちの交流を目
的とした「神学生交流プログラム」については、
２０１６年度は各神学校の賛助を得て、第８回プロ
グラムを実施する。

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー
２０１６年度事業計画

シリーズ名 回数 プログラム 予定

関東フォーラム
今日的課題　Ⅰ

全5回

『自死』に遭遇した人への慰めとは
賀来周一（キリスト教カウンセリングセ
ンター相談所長）

第 1 回 6 月 6 日（月）
第 2 回 7 月 4 日（月）
第 3 回 8 月 1 日（月）
第 4 回 9 月 5 日（月）
第5回10月 3日（月）

関東フォーラム
今日的課題　Ⅱ

全4回

古典で読む２０世紀
武田利邦（農村伝道神学校講師）

第1回5月13日（金）
第 2 回 7 月 8 日（金）
第 3 回 9 月 9 日（金）
第 4回11月11日（金）
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Ⅳ　関西セミナーハウス事業計画
２０１６年度の関西セミナーハウス事業計画は、以

下の通りである。
１．運営方針

１）公益目的事業の拡大
関西セミナーハウス主催の文化的プログラムを

継続するとともに関西セミナーハウス活動セン
ターや他の教育機関・学会・研究会、諸団体と連
携し、その文化、教育、社会貢献活動に参画する。

２）収益事業の展開
公益目的以外の一般利用者、企業等への宿泊及

び研修施設の貸出を積極的に推進する。
３）公益活動への貢献

２０１５年度に引き続き、公益財団法人の活動
を支えるために一定額を設定し、財政的な貢献を
担う。

４）有形、無形財産の活用
茶室、能舞台、日本庭園など本施設が持つ特色

を生かしつつ、利用者に満足をもたらす運営に努
力する。

５）広報活動の強化
ホームページ、メールマガジン、フェイスブッ

ク、ＤＭなどを通じて、本施設を幅広く、継続的
に広報する。

６）利用者拡大の努力
広報活動のほか、人的活動を展開し、長年、本

施設が支えられているコア利用者（大学、企業、

キリスト教諸団体等）への丁寧なフォロー、新た
な利用者の獲得に努力する。

７）柔軟な料金体系の設定
適時、季節と繁忙を考慮した柔軟な料金体系を

設定する。
８）健全な収支の確保

利用者の拡大、諸費用の効率化などに取り組み、
収支のバランスを整え、事業の継続性を確かなも
のとする。

９）施設の更新
資金収支を改善することにより、施設改修に充

てるための資金を可能な限り積立て、老朽化して
いる施設の更新を行う。

２．主な数値目標
１）収入計画（P&L ベース）

売上高 1 億 1,982 万円
営業利益 0 円

２）設備投資　
年間総額 1,200 万円  
主な案件 電話交換設備避雷器設置
 １階男子トイレ改修
 ３階客室改装
 等

３）宿泊者目標
上半期 5,200 名（前年比 98.8%）
下半期 4,500 名（前年比 106.2%）
年間 9,700 名（前年比 102.1%）

４）年度期首要員　14 名 （　以　上　）

収支予算書（損益計算方式）
（2016 年 4月 1日～ 2017 年 3月 31日まで）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
（単位 : 円）

科　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基 本 財 産 運 用 益 3,000 3,000 0

特 定 資 産 運 用 益 24,600 105,350 △ 80,750

受 　 取 　 会 　 費 1,481,000 1,385,000 96,000

事 　 業 　 収 　 益 129,696,740 126,932,520 2,764,220

受   取   寄   付   金 4,315,100 3,530,000 785,100

雑 　 　 収 　 　 益 501,800 338,180 163,620

経常収益計 136,022,240 132,294,050 3,728,190

（２）経常費用

事 業 費 143,082,965 137,817,264 5,265,701

管 理 費 2,947,336 3,173,612 △ 226,276

経常費用計 146,030,301 140,990,876 5,039,425

当期経常増減額 △ 10,008,061 △ 8,696,826 △ 1,311,235

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0 

　当期一般正味財産増減額 △ 10,008,061 △ 8,696,826 △ 1,311,235
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た
。
開
会
直
前
ま
で
申
し
込
み
が

少
な
く
、
原
発
事
故
は
す
で
に
過

去
の
こ
と
と
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

関
係
者
の
関
心
も
平
均
的
日
本
人

の
そ
れ
と
異
な
ら
な
い
の
か
と
思

わ
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
札
幌

や
、
東
京
、
福
岡
な
ど
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
38
名
の
方
が
参
加
し

て
下
さ
っ
た
。
福
島
か
ら
京
都
へ

避
難
し
て
き
て
お
ら
れ
る
家
族
の

参
加
も
あ
っ
た
。

川
上
氏
は
、
こ
の
５
年
間
被
災

し
、
取
り
残
さ
れ
た
と
感
じ
る

人
々
の
傍
ら
に
足
を
運
び
、
そ
の

人
々
の
苦
し
み
の
現
場
に
「
共
に

い
さ
せ
て
頂
く
」
よ
う
に
努
め
て

こ
ら
れ
た
。
放
射
能
に
不
安
を
覚

え
て
い
る
親
御
さ
ん
に
は
、
面
談

を
行
い
、
短
期
保
養
を
行
っ
て
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
、
保
養
の
た

め
の
交
通
費
を
支
援
し
て
こ
ら
れ

た
。
そ
の
面
談
は
５
０
０
回
を
越

え
、
福
島
を
越
え
、
宇
都
宮
、
千

葉
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
に
迄

及
ん
だ
。
面
談
者
の
家
族
の
訴
え

る
症
状
は
、
口
内
炎
か
ら
、
恒
常

的
な
発
熱
や
空
咳
、
頻
出
す
る
鼻

血
、
甲
状
腺
異
常
、
白
血
病
に
ま

で
及
ん
だ
。
政
府
の
大
丈
夫
だ
と

い
う
公
式
発
表
の
下
で
こ
う
し
た

不
安
を
訴
え
る
こ
と
は
は
ば
か
ら

れ
、
不
安
を
覚
え
る
人
々
が
孤
立

し
て
い
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

人
々
に
対
し
川
上
氏
が
語
っ
た
こ

と
は
、「
お
か
あ
さ
ん
は
、
た
だ

し
い
」
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
放

射
能
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
す

る
よ
う
に
と
勧
め
た
。
か
つ
て
ア

メ
リ
カ
北
部
の
奴
隷
に
対
し
、
南

部
に
逃
れ
る
地
下
鉄
道
が
準
備
さ

れ
た
よ
う
に
、
放
射
能
被
害
か
ら

逃
れ
る
道
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
を

夢
見
る
と
結
ば
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、飯
田
哲
也
氏
は
、

近
年
世
界
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
量
が
急
速
に
伸
び
て
お
り
、

２
０
１
７
年
に
は
風
力
発
電
に
よ

る
発
電
量
が
、
原
発
に
よ
る
発
電

量
を
遥
か
に
超
え
、
太
陽
光
発
電

に
よ
る
発
電
量
も
原
発
の
そ
れ
に

並
ぶ
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
単
価
が
年
々

安
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
方
式

は
、
大
規
模
中
央
独
占
型
か
ら
、

小
規
模
地
域
自
立
型
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
、
地
域
熱
供
給
方
式
と
風
力
発

電
の
普
及
が
進
み
、
首
都
コ
ン
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
の
街
に
な
っ
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
ら
れ
る
電

気
の
消
費
代
は
、
地
域
に
支
払
わ

れ
る
の
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
。
日
本
で
も
各
地
で
風
力
や

太
陽
光
を
用
い
た
電
力
会
社
が
地

域
の
人
々
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら

れ
、
地
域
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革

が
進
ん
で
い
る
。
原
発
推
進
は
、

も
は
や
時
代
遅
れ
の
負
け
戦
で
あ

り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
勝
負

の
決
ま
っ
た
勝
ち
戦
で
あ
る
、
と

結
ば
れ
た
。

福
島
か
ら
京
都
へ
避
難
し
て
き

て
来
ら
れ
た
人
が
、
原
発
は
無
く

な
る
と
い
う
確
信
が
持
て
た
、
解

放
に
向
け
て
希
望
の
光
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
、
と
感
想
を
言
わ
れ

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

確
か
に
早
晩
、
原
発
は
無
く
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
原
発
事

故
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
、
広
範
囲

の
放
射
能
汚
染
は
、
除
去
さ
れ
る

見
込
み
も
無
く
残
り
、
住
む
所
を

追
わ
れ
た
人
は
、
帰
れ
る
見
込
み

が
無
く
、
汚
染
地
域
に
残
っ
た
人

は
、
今
後
も
放
射
線
障
害
の
不
安

に
さ
い
な
ま
れ
続
け
る
。
事
故
で

破
損
し
た
原
子
炉
は
、
そ
の
強
烈

な
放
射
能
を
除
去
さ
れ
る
目
途
も

立
た
な
い
。
す
で
に
多
量
に
蓄
積

さ
れ
て
い
る
使
用
済
み
核
燃
料
棒

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、

安
全
に
人
の
生
活
圏
か
ら
隔
離
さ

れ
る
目
途
も
立
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
は
、
今
後
も
我
々
が
負
っ
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
５
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
」  

第
４
回

 

「〝
核
〟の
縄
目
か
ら
の
解
放
に
向
け
て
」

	

発
題 

「『
フ
ク
シ
マ
』
の
声
と
国
際
ヒ
バ
ク
シ
ャ
連
帯
」 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
北
ヘ
ル
プ
事
務
局
長　

川
上
　
直
哉
さ
ん

	

　
　

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

�

　
　
　
～
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
」

 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長　

飯
田
　
哲
也
さ
ん

２
０
１
６
年
１
月
１
０
日（
日
）～
１
１
日（
月
、
祝
）

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
福
島
原
発
事
故
の
報
に
接

し
、
世
論
の
分
か
れ
る
原
発
を
重

要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
の
責
任
を
感
じ
、
原

子
力
発
電
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

べ
き
か
を
、
根
本
に
遡
っ
て
真

摯
に
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
始

め
る
こ
と
に
し
た
。
第
１
回
は
、

２
０
１
２
年
民
間
事
故
調
査
委
員

会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
北
澤
宏

一
氏
と
、
関
西
学
院
大
学
の
神
学

者
栗
林
輝
夫
氏
を
講
師
に
招
い
て

開
催
し
、
そ
の
記
録
集
も
出
版
さ

れ
た
が
、
今
や
両
氏
と
も
他
界
さ

れ
、
お
二
人
の
提
言
は
、
後
に
続

く
我
々
の
負
う
べ
き
課
題
と
し
て

遺
さ
れ
た
。

今
回
は
、そ
の
第
４
回
で
あ
る
。

講
師
に
被
災
直
後
か
ら
東
北
の
地

で
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
歩
ん
で

来
ら
れ
た
川
上
直
哉
牧
師
と
、
福

島
事
故
以
前
か
ら
原
発
に
依
存
し

な
い
社
会
の
構
築
を
主
張
し
て
こ

ら
れ
た
飯
田
哲
也
氏
を
お
願
い
し
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平林　喜博
山岡　義生
大下　道
岡安　茂祐
白子　宗令
長塩　滋子
淺田　凉子
林　律
千葉　由紀子
黒田　睦子
大久保　由美子
魚木　アサ
中山　晴美
岩坂　二規・泰子
木原　諄二
酒井　哲雄
橘　俟子
北風　照子
シュペネマン　クラウス
飯田　ふみ子
浅川　具美
鳥井　清司
森　正幸
榎本　璋子
河本　有紀子
内藤　弘子
手銭　秀夫
大森　正子
宮田　満雄
新井　正治
田辺　信子
岡山　孝太郎
喜多村　やよい
梅山　猛
春名　康範
陶村　世佳子
医療法人わたなべクリ
ニック
五十嵐　万里子
菅　恒敏
新宗連大阪事務所
　生田　茂夫
公益財団法人京都ＹＭ
ＣＡ
松田　光代
大谷　光真
根岸　宏邦
島田　誠一
竹中　百合子
岡野　彩子
早川　良彌
植村　敏子
關岡　一成
岩﨑　裕保
古賀　暢子
藤井　伸枝
織田　雪江
井上　和子

細井　敏子
殿村　元一
真鍋　裕子
岸田　晃子
福留　順子
多木　秀雄
髙寺　幸子
木下　寿子
中西　和樹
椿本　博久
高橋　壮二
奈倉　道隆
相浦　和生
中村　信博
桜井　希
都木　かおり
比嘉　美智子
小林　裕一
丸山　まり子
小澤　妙子
伏木　信次
金山　顕子
川北　かおり
網野　俊賢
大島　順子
中上　卯一郎
井上　勇一
田中　常雄
鈴木　正穂
柳原　清美
白方　誠彌
宇井　裕美
小山　稔
西岡　裕芳
山本　貴之
佐藤　優
中西　典彦
浦　晴子
北垣　宗治
上條　美代子
平野　正
多田出　佳代子
日髙　正宏
李　善惠
寄付金
平林　喜博
小久保　正
日本基督教団長岡京教会
新井　正治
北野　宗香
中井　博雅
株式会社こころ
藤倉　寿美子
早川　良彌
山岡　義生
小﨑　眞
山添　みどり
遠藤　勇

佐治　孝典
姫野　眞知夫
酒井　哲雄
田沼　大典
松原　千里
中村　信博
宮庄　哲夫
比嘉　美智子
特定非営利活動法人
沢内伯楽
榎本　栄次
織田　雪江
中島　健二
根岸　宏邦
シュペネマン　クラウス
髙畑　恵子
井上　勇一
野田　純一
柳井　繁彌
松本　文江
木田　みな子
佐藤　眞弓
日本基督教団天満教会
日本基督教団紫野教会
日本キリスト教団宇治
教会
網野　俊賢
金山　顕子
山本　知恵
中西　典彦
中西　綾子　
水嶋　保
島田　恒
日本基督教団京都教会
クリスマス寄付金
日本キリスト教会吉田
教会
日本基督教団世光教会
千里山キリスト教会
福留　順子
神戸ドイツ語教会
岡野　彩子
小久保　正
椿　邦良
川北　かおり
宮庄　哲夫
西川　和江
田中　義信
公益財団法人京都ＹＭ
ＣＡ
松尾　光雄
佐藤　友紀
網野　俊賢
椿本　博久
日本基督教団経堂緑岡
教会
今井　奈都子
日野　多栄子

島田　恒
日本基督教団希望ヶ丘
教会
在日大韓基督教 京都
教会
山添　みどり
原田　博充
日本基督教団平安教会
日本基督教団倉敷教会
エネルギープログラム
など寄付金
松田　光代
小久保　正
大島　順子
早川　良彌
善本　美都子
井上　勇一
大谷　光真
喜多村　やよい
匿　名
今井　奈都子
加藤　聰子
谷村　禎一
開発教育セミナー寄付金
金山　顕子
もみじまつり寄付金
芝原　緋佐子
横野　朝彦
八田　一郎
佐藤　厚子
株式会社柴橋商会
株式会社こころ
八田　尚嘉
中村　宗恭
シュペネマン　クラウス
大野　邦久
白子　宗令
安住　宗住
林　宗一郎
松本　圭子
デロイトトーマツ税理
士法人 京都事務所
淺田　凉子
三原工務店 北迫巳智夫
長谷川　義紘
株式会社祇園辻利
中村泰洋園 中村英明
株式会社藤木工務店
鳥井　清司
島田　恒
喜多村　やよい
井上　勇一
大下　道
魚木　アサ
小林　哲夫
社会福祉法人修光学園
山口　務
宮本　桂子
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財団本部
終身会員
神保　正男
神保　信子
中井　博雅
小久保　正
野田　純一
島田　恒
寄付金
竹中　百合子
武藤　髙司
日本基督教団早稲田教会
島田　恒
横野　朝彦
こまち会
中村　信博
鳥井　清司
小久保　正
神保　正男
中井　博雅
シュペネマン クラウス
土井　健司
関東活動センター
賛助会費
手島　毅郎
大橋　祐治
吉田　豊
長沢　美沙子
大坪　正雄
徳久　俊彦
木岡　毅
立原　敬一
松岡　俊彦
犬飼　護郎
松島　美一
千葉　拓司
西浦　昭英
高橋　浩
平野　正
市川　邦雄
道正　洋三
中井　博雅
石山　聆子
武藤　陽一
斉藤　宏
横野　朝彦
石川　憲彦
桃井　明男
飯島　隆輔
島田　治夫
松本　誠
ランデス　ハル
伊藤　博子
竹中　百合子

渡辺　眞知子
服部　千賀子
松浦　茂長
森野　善右衛門
竹政　志郎
蔭山　淳
椿　邦良
松本　敏之
公益財団法人　早稲田
奉仕園
寄付金
服部　千賀子
橋口　仁
匿　名
中井　博雅
中島　健二
木岡　　毅
大澤　英二
石川　憲彦
林　律
加藤　真規子
伊藤　百合子
宮本　旻祐
松原　悦子
谷津　槇子
木下　庸子
飯沼　和正
日本基督教団番町教会
クリスマス寄付金
郡山　千里
木岡　毅
関田　寛雄
藤　知佳
神保　信子
石橋　光朗
藤谷　正一
小林　誠治
中井　博雅
椿　邦良
飯田　庸子
上林　順一郎
日本基督教団市川三本
松教会
鈴木　伶子
日本基督教団神戸栄光
教会
在日大韓ＹＭＣＡ
神学生交流プログラム
松原　千里
吉崎　聆子
井口　拓人
大橋　祐治
浦上　充
千葉　拓司

農村伝道神学校
聖公会神学院
公益財団法人　早稲田
奉仕園
小久保　正
日本聖書神学校
関田　寛雄
市川　邦雄
宮本　旻祐
高畑　昭久
川北　かおり
坂口　みどり
春名　康範
成岡　宏晃
藤倉　寿美子
松井　直樹
荒井　献
古賀　暢子
小沢　英輔
手銭　秀夫
横野　朝彦
髙徳　芳忠
日本基督教団長岡京教会
島田　治夫
戒能　信生
萩原　好子
斎藤　宏
恵泉女学園中高・宗教部
松本　敏之
日本基督教団鹿児島加
治屋町教会
上原　秀樹
柳下　明子
神保　正男
吉田　豊
西南学院
関西学院大学神学部
加藤　真規子
上林　順一郎
外谷　悦夫
中西　綾子
同志社大学神学部
日本基督教団早稲田教会
並木　浩一
汐碇　直美
関西セミナーハウス
寄付金
岡林　功
片桐　英彦
首藤　忠平
杉本　紘彦
釣　昭夫
中井　博雅
三木　卓雄

宮崎　信行
武藤　髙司
２１世紀会
牛尾　宣夫
森口　克洋
小久保　正
長谷川　義紘
平野　正
山崎　満
岡本仁彦・泰子
中村泰洋園　中村 英明
井上　康三郎
奥田　正義
初田　勝
山内　博
株式会社アイウィル
株式会社京都スタッフ
櫻楓会
大原　松雄
ＴＭＩ総合法律事務所
津田　友一
上野塗工株式会社
廣田　吉久
野嶋　和雄
株式会社ビーテック
有限会社エヌアール企
画
一般財団法人日本ド
リームボード財団
ワケンホールディング
ス株式会社
株式会社レック ラ
ヴィファクトリー
京都音楽教育の会
ジ・エアーズ　菅原直人
菊岡　克彦
土田商店
株式会社祇園辻利
佐藤　優
関西セミナーハウス活
動センター
賛助会費
立石　昭三
福間　誠之
田中　潤治
久保田　暁一
髙谷　泰市
塚本　誠一
斉藤　洋子
医療法人八田内科医院
山本　貞子
佐藤　友紀
佐野　千枝子
松岡　蓉子

2015 年度賛助会費・寄付金納入者ご芳名
2015 年 4月 1日～ 2016 年 3月 31日（順不同・敬称略）

ご支援に感謝申し上げます。
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◆関東活動センター
■聖書講座 2016「新しい聖書の学び」
「いのちの糧の分かち合い」（全９回）
講　師： 山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時： 2016年4月～2017年1月（8月
除く）第２火曜18:30～20:00

  ②5月10日、③6月14日
会　場： 早稲田奉仕園スコットホール
参加費： 1,200 円／学生 500 円
テキスト： 『いのちの糧の分かち合い

―いま、教会の原点から学
ぶ―』新教出版社

共　催： 早稲田奉仕園
■ 2016関東フォーラム 今日的課題Ⅱ
「古典で読む20世紀第Ⅲ期」（全4回）
第 1回「超国家主義の論理と心理」
ファシリテーター：武田利邦さん（農

村伝送神学校講師）
日　時： 2016年5月13日
  18:30～20:30
会　場： 日本キリスト教会館 6 階

  フォークトルーム
参加費： 500 円／ 4 回 1,500 円
テキスト： 丸山真男「超国家主義の論

理と心理」（『丸山真男セレ
クション』平凡社ライブラ
リー）

■月釜　清心会
日　時： 2016年4月10日（日）、5月

8日（日）
  9:00 ～ 15:00 受 付（1、8

月を除く年 10 回）
於：関西セミナーハウス
年会費： 5,000 円、臨時会費 1,000 円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2016年度修学院フォーラム「いのち」
第 1回「いのちを見つめて～介護
百人一首～」
講　師： 安森　敏隆さん（同志社女

子大学名誉教授）
日　時：  2016年4月23日（土）
  13:30～17:30
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 一般2,300円、学生1,000円

第 2回「花と音楽のコラボレーショ
ン～いのちをめぐるメッセージ」
講　師： 竹中 真さん（ピアニスト、

作曲家）
日　時： 2016年5月21日（土）
  13:30～15:30
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 一般2,300円、学生1,000円
ｵﾌﾟｼｮﾝ「演奏者と語る会」
上記終了後16:00～17:30 お茶代500円
■2016年度お茶のこころと宗教のこころ
第 1回「初夏の茶室とバスで巡る
フィールドツアー〈2〉京都のキリシ
タン史跡を訪ねて＜西ノ京エリア＞」
講　師： 杉野　榮さん（日本バプテ

スト連盟京都洛西教会協力
牧師）

日　時： 2016年6月18日（土）
  10:00～17:00
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 一般 8,000 円（抹茶、昼食、

バス代負担分、保険代含む） 
定　員： 20 名

プログラム案内

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

2016 年 2 月 1 日～ 3 月 31 日
 （順不同・敬称略 )
◆関東活動センター
賛助会費
早稲田奉仕園	 300,000	
立原　敬一	 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
日本基督教団神戸栄光教会	 10,000	
日本基督教団番町教会	 10,000
在日大韓ＹＭＣＡ	 10,000

神学生交流プログラム募金
加藤　真規子	 3,000
上林　順一郎	 10,000
外谷　悦夫	 5,000	
中西　綾子	 3,000	
同志社大学神学部	 40,000	
早稲田教会	 50,000	
並木　浩一	 50,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
中西　典彦	 5,000
浦　　晴子	 5,000

北垣　宗治	 5,000
上條　美代子	 10,000
平野　　正	 5,000
多田出　佳代子	 5,000
日髙　正宏	 10,000
李　　善惠	 5,000

寄付金
根岸　宏邦	 10,000
日本基督教団紫野教会	 4,000
日本キリスト教団宇治教会	 3,000
網野　俊賢	 6,900
織田　雪江	 2,700
金山　顕子	 6,300
山本　知恵	 4,020
中西　典彦	 5,000
中西　綾子　	 3,000
水嶋　　保	 5,000
島田　　恒	 10,000
日本基督教団京都教会	 5,000

	以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

◎関西セミナーハウス活動センター
榎本　栄次、所長、4 月 1 日付
で就任しました。

東 西 南 北

財団本部
 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター
 http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
 http://www.academy-kansai.org

　　   宿泊研修施設
関西セミナーハウス ＜修学院きらら山荘＞

～四季折々の自然に囲まれた、静かな環境～

各種セミナー、会議、合宿、修養会、ご宿泊などにご利用ください。
個人様でもご利用いただけます。
大小 5 つの会議室、茶室、能舞台があります。駐車場無料。
お問合わせはフロントまで。　　℡ 075-711-2115( 代 )


